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我々は中性子星X線連星Aql X-1のアウトバーストにおけるX線・可視光変動を、全天X線監視装置MAXI、
可視光サーベイ観測プロジェクト ZTF、国際天文台ネットワーク LCOの 2016年から 3.6年間のデータを使用し
て解析した。その結果、この期間に可視光とX線の双方で顕著な増光を伴う 5回のアウトバーストがあったこと、
うち 3回では Low-Hardから High-Softへの X線状態遷移があったが、2回は Low-Hard状態のままであったこ
とを確認した。また、High-Soft状態の可視光スペクトル、及び X線・可視光変動が照射円盤モデルにおける X
線フラックスと円盤の厚さの変動で説明できることを明らかにした。これらを 2021年秋季年会にて報告した。
その後、アウトバースト中の Hardness-Intensity diagramと X線・可視光の Flux-Flux plotを更に解析した。

その結果、これまで Low-Hard状態と考えていたフェーズに状態遷移中の過渡的な状態 (Intermediate状態)が含
まれていること、状態遷移が起こらなかった 2回のアウトバーストはその状態に至らなかったことが分かった。
加えて、Low-Hard、Intermediate、High-Softの 3つの状態におけるX線HardnessとX線・可視光フラックス
の比から、状態遷移は円盤外側から発生し、内側へ伝播していたことが示唆された。また、我々は 2021年 3月以
降に複数回発生した同天体のX線での増光に際して石垣島天文台むりかぶし望遠鏡で可視光追観測を行い、3月
に発生したアウトバーストに限っては東広島天文台かなた望遠鏡での近赤外線観測も行った。そして、これらの
アウトバーストと 2016-2020年の 5回のアウトバーストの比較し、考察を行った。


